
まえがき＝当社は 1949 年にチタンの研究に着手して今
年で 50 周年を迎えるが，それは日本のチタンの歴史で
もある。
現在，原料のスポン∵

は精錬の研究からス∵
需要分野別に振り返ると，研究着手の黎明期に始まり，
民生用途の時代の昨今に至るまで大きく 7時代に区分で
きる。21 世紀の金属といわれるチタンは，20 世紀に約
50 年の素晴らしい歴史を残した。
本稿では，当社チタンの技術開発と用途開拓の 50 年

の歴史を概説するとともに，チタンの将来を展望する。

1．揺籃期（1949 年～1959 年）1949 年，・西村秀雄教授らの産学共
同体はチタンの研究（精錬）に着手した。1950 年末に
は西村研究室でわが国初の金属チタンの抽出に成功した
が，1952 年通商産業省の指導で上工程の精錬は大阪特
殊製鉄所（現在の㈱住友シチックス尼崎の前身）の担当
となり，当社は溶解以降の加工技術の研究に転進した。
1953 年には日本金属学会で共同研究の成果を発表し

て注目を浴びた。当時米国はすでにスポンジチタンの生
産を開始していたが，来日した米国鉱山局顧問のW. J.





4．航空機用チタン合金の時代（1959 年～）

当社と航空機用チタン材料の関係は，日本最初のジェ
ットエンジン（J-3）のブレード用として AMS4925A の
試作品を納入した頃（1959 年）から始まる。翌 1960 年
には米国の航空機メーカに 500kg の純チタン板を輸出
している。
Ti-6Al-4V が米国の航空機で広く使用されており，こ

の材料についての詳しい試験を重ねてその特性の素晴ら
しさを知ったので，その特許のライセンスをえて，航空
機用チタン合金の製造・販売を開始した（1970 年）。
商業ベースでの材料の納入は，国産ジェットエンジン

FJR710 用 Ti-6Al-4V 鍛造品および純チタン板と，KT-53-



6．建築用材料の時代（1980 年代～）




